
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
の
登
録
開
始

観
光
庁
　

計
画
書
受
け
付
け

新
型
交
付
金
な
ど
で
支
援

定
住
誘
発
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
へ

氷
見
市
　
業
務
委
託
先
を
公
募

与那国島の魅力紹介
旅行業担当者を招請

沖縄観光コンベンションビューロー中
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
年

芸
術
、世
界
遺
産
Ｐ
Ｒ
札幌で
特別展

体
験
交
流
で
人
間
性
回
復

旅
館
協
会
東
北
の

月
宿
泊
実
績

人
員
、売
り
上
げ
微
増

早春キャンペ
３月まで展開

千葉県

茨
城
・
真
壁
地
区
で

人
気
の
ひ
な
ま
つ
り

２
月
４
日
か
ら

〈〉

越
後
田
舎
体
験
に
よ
る
信
濃
川
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ

　
路
上
を
歩
き
な
が
ら
も
、
自

転
車
に
乗
り
な
が
ら
も
、
ス
マ

ホ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）を
操
作

し
て
い
る
。
都
心
の
電
車
の
中

の
７
、
８
割
の
人
が
ス
マ
ホ
を

黙
々
と
い
じ
っ
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情

報
を
見
て
い
る
人
、
メ
ー
ル
を

打
っ
て
い
る
人
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
音
楽
を
聞
い
た
り
し
て
い

る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な

い
私
は
、
車
内
吊
り
広
告
の
チ

ェ
ッ
ク
と
車
窓
か
ら
の
風
景
、

乗
っ
て
い
る
人
間
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
で
あ
る
。
ま
た
、
知
人
と
の

同
乗
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら
世
間

話
を
し
て
い
る
。
私
の
よ
う
な

人
た
ち
は
別
だ
が
、
人
間
関
係

な
ら
ず
、
ス
マ
ホ
関
係
ば
か
り

が
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
高
校
生
の
女
子
は
１
日
平
均

７
時
間
、
男
子
は
平
均
４
時
間

も
〝
ス
マ
ホ
関
係
〟
に
陥
っ
て

い
る
。
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い

な
い
人
や
ガ
ラ
ケ
ー
使
用
者
に

比
べ
て
、
睡
眠
不
足
で
体
調
不

良
や
精
神
的
に
も
イ
ラ
イ
ラ
す

る
な
ど
の
割
合
が
高
く
、
学
力

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

は
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　
大
手
の
家
電
量
販
店

の
１
階
売
り
場
は
ス
マ

ホ
の
合
戦
上
と
化
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
利
便

性
は
高
く
、
情
報
化
社

会
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は

欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

る
が
、
１
日
は
万
民
に

等
し
く

時
間
し
か
な

く
、
使
用
時
間
が
拡
大

す
れ
ば
、そ
の
分
、家
族

や
友
人
、
あ
る
い
は
仕

事
の
仲
間
と
の
直
接
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
格
段
に
少
な
く
な
っ

て
い
く
。
人
間
的
な
時

間
の
削
減
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
職
場
の
中
で
も
、
立
ち
上
が

っ
て
数
歩
の
席
の
人
や
向
か
い

に
座
る
人
ま
で
も
、
話
せ
ば
用

件
が
済
む
の
に
、
メ
ー
ル
で
送

っ
て
要
件
を
伝
え
る
と
い
う
話

が
笑
い
話
で
は
な
く
、
日
常
話

と
な
っ
て
い
る
。
程
度
の
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
、
価
値
あ
る

時
間
の
別
の
過
ご
し
方
を
提
案

し
て
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
大
自
然
の
中
で
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
や
カ
ヌ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
に
興
じ
て
い
る
時
は「
没
頭
」

し
て
い
る
。
農
林
水
産
業
な
ど

の
体
験
は
、
知
ら
な
い
こ
と
を

知
る
喜
び
に
加
え
て
、
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
自
己
の
存
在
欲

求
を
満
た
し
て
く
れ
る
。
味
覚

体
験
で
は
生
産
地
な
ら
で
は
の

鮮
度
と
、
料
理
の
仕
方
、
お
い

し
い
食
べ
方
を
習
得
し
お
腹
も

満
た
し
て
く
れ
る
。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
や
体
験
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
必
然
的

に
深
ま
り
、心
が
豊
か
に
な
る
。

さ
ら
に
は
、
田
舎
の
山
積
す
る

課
題
解
決
と
、
体
験
す
る
側
で

あ
る
企
業
組
織
な
ど
の
課
題
解

決
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
Ｃ

Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
、

社
会
貢
献
）
が
進
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
。

　
体
験
交
流
は
多
く
の
問
題
を

凌
駕
す
る
。
人
間
力
の
養
成
と

自
己
確
立
の
特
効
薬
で
あ
る
。

ス
マ
ホ
社
会
の
日
本
人
の
定
期

健
康
診
断
と
治
療
を
兼
ね
、
田

舎
や
大
自
然
で
の
体
験
交
流
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
人
間
性
の

回
復
の
場
に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
体
験
教
育
企
画
社
長
・
藤

澤
安
良
）

青森県  ． ．

岩手県  ． ．

秋田県  ． ．

宮城県  ． ．

山形県  ． ．

福島県  ． ．

合計  ． ．

年月の宿泊実績（前年同月比）

回答施設数
（軒）

宿泊人員
（％）

売り上げ
（％）

（２５） 第２８２７号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）１月１日（金曜日）

　
観
光
庁
は

月

日
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
組
織
）
候
補
法
人
の
登
録
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
た
。
登
録
法
人
に
対

し
て
は
、
地
方
創
生
の
新
型
交
付
金
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
た
重
点
的
な

支
援
を
行
う
方
針
。

　
候
補
法
人
登
録
制
度
で

は
、
既
存
、
新
規
の
法
人
を

問
わ
ず
、
地
域
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

役
割
、
機
能
を
担
お
う
と
す

る
法
人
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
・

確
立
計
画
を
作
成
し
、
地
方

公
共
団
体
と
の
連
名
で
提
出

す
る
。登
録
対
象
の
法
人
は
、

申
請
時
点
で
発
足
し
て
い
な

く
て
も
構
想
段
階
で
申
請
で

き
る
。

　
登
録
の
区
分
は
、
複
数
の

都
道
府
県
に
ま
た
が
っ
た
区

域
を
対
象
と
す
る
「
広
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
、
複
数
の
市
町

村
に
ま
た
が
っ
た
区
域
を
対

象
と
す
る
「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
、
単
独
の
市
町
村
を
区

域
と
す
る「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」。

　
登
録
の
要
件
は
五
つ
。
①

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し
て
観
光

地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に

関
す
る
多
様
な
関
係
者
の
合

意
形
成
②
デ
ー
タ
収
集
、
戦

略
策
定
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業

績
評
価
指
標
）
設
定
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
導
入
の
実
施

③
関
係
者
が
実
施
す
る
観
光

関
連
事
業
と
戦
略
の
整
合
性

に
関
す
る
調
整
な
ど
④
法
人

格
、
専
門
人
材
な
ど
を
備
え

た
組
織
⑤
収
益
事
業
や
法
定

外
目
的
税
、
分
担
金
な
ど
の

安
定
的
な
運
営
資
金
の
確
保

―
。
い
ず
れ
も
計
画
段
階
で

登
録
で
き
る
。

　
登
録
法
人
に
対
し
て
は
、

観
光
庁
を
は
じ
め
関
係
省
庁

で
構
成
す
る
「
『
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
』
を
核
と
す
る
観
光
地

域
づ
く
り
に
対
す
る
関
係
省

庁
連
携
支
援
チ
ー
ム
」
を
通

じ
て
重
点
的
な
支
援
を
行

う
。
登
録
法
人
は
、
政
府
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
が
運
用
す
る
新
型
交
付

金
の
支
援
対
象
に
も
な
り
得

る
。

　
観
光
庁
で
は
登
録
申
請
は

随
時
受
け
付
け
る
が
、
新
型

交
付
金
の
交
付
対
象
の
選
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
連
し

て
、
必
要
な
時
期
に
登
録
状

況
を
一
度
集
約
す
る
予
定
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
候
補
法
人
の
登

録
制
度
に
つ
い
て
は
、
観
光

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ペ
ー
ジ（http://w

ww.mlit.go.jp/kankocho/pa
ge04_000053.html

）
で
紹

介
し
て
い
る
。　【
向
野
悟
】

　
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て

い
る
茨
城
県
桜
川
市
の
真
壁

地
区
で
２
０
１
６
年
２
月
４

日
～
３
月
３
日
、
「
真
壁
の

ひ
な
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
。

　
約
１
５
０
軒
の
商
家
、
民

家
に
江
戸
か
ら
現
代
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
お
雛
様
が
飾
ら

れ
る
。

与
那
国
馬
の
乗
馬
体
験

来
賓
ら
が
参
加
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た

　
富
山
県
氷
見
市
は
、
観
光

振
興
と
定
住
促
進
を
一
体
的

に
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、

「
定
住
誘
発
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
構

築
へ
の
取
り
組
み
は
、
政
府

の
「
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

（
地
方
創
生
先
行
型
）
先
駆

的
事
業
分
」
の
交
付
対
象
に

も
な
っ
て
い
る
。
組
織
設
計

に
関
わ
る
業
務
委
託
先
の
事

業
者
の
募
集
を

月

日
に

開
始
し
た
。

　
氷
見
市
で
は
、
定
住
誘
発

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
構
築
に
関
し

て
、
観
光
と
定
住
の
魅
力
、

両
方
を
高
め
る
た
め
の
組
織

・
機
能
づ
く
り
を
想
定
。
従

来
型
の
観
光
だ
け
で
な
く
、

氷
見
の
暮
ら
し
な
ど
を
来
訪

者
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
移

住
、
定
住
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

　
組
織
の
あ
り
方
と
し
て

は
、
観
光
と
定
住
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
一
本
化
を
目
指
し

て
い
る
。
個
々
の
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
に
実
施
し
て
い
る
観

光
、
定
住
に
関
す
る
業
務
を

横
断
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　
組
織
設
計
に
関
わ
る
事
業

者
募
集
の
委
託
業
務
の
内
容

は
、
①
定
住
誘
発
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

構
想
の
明
確
化
②
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

設
計
と
試
行
③
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
組

織
構
築
の
た
め
の
協
議
会
の

発
足
と
協
議
会
の
事
務
局
運

営
―
の
三
つ
を
想
定
。
こ
の

中
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
収
益
を
得
る

仕
組
み
も
検
討
。
定
住
を
誘

発
す
る
仕
掛
け
も
試
行
的
に

実
施
す
る
。

　
業
務
委
託
先
は
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決
定
す

る
。
参
加
申
し
込
み
の
受
け

付
け
が

月

日
ま
で
。
企

画
提
案
書
の
受
け
付
け
が


月

日
ま
で
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
氷
見

市
地
方
創
生
と
自
治
へ
の
未

来
対
話
推
進
課
☎
０
７
６
６
（
７
４
）
８
０
１
１
。

　
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は

月

～


日
、
離
島
観
光
活
性
化
促

進
事
業
で
旅
行
会
社
を
招
請

し
、与
那
国
島（
与
那
国
町
）

で
現
地
研
修
を
実
施
し
た
。

参
加
し
た
旅
行
会
社
は
、
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個
人
旅

行
、
日
本
旅
行
、
ジ
ャ
ル
パ

ッ
ク
の
沖
縄
担
当
者
。

　
同
事
業
は
、
沖
縄
本
島
周

辺
の

離
島
と
、
久
米
島
、

多
良
間
島
、
与
那
国
島
へ
の

誘
客
を
促
進
す
る
の
が
目

的
。
２
０
１
５
年
９
月
か
ら


年
２
月
ま
で
の
期
間
に
島

ご
と
に
沖
縄
県
外
の
旅
行
会

社
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
招
請

し
、
島
内
の
観
光
資
源
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　
与
那
国
島
は
、
人
気
観
光

エ
リ
ア
の
八
重
山
諸
島
に
あ

り
、
日
本
最
西
端
の
地
が
あ

る
ほ
か
、
朝
日
と
夕
日
の
両

方
が
鑑
賞
で
き
る
。

　
観
光
資
源
も
魅
力
的
で
、

南
東
の
海
中
に
あ
る
岩
塊

は
、
「
海
底
遺
跡
」
と
し
て

調
査
が
続
い
て
い
る
。
半
潜

水
艇
や
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
観

光
が
可
能
な
ほ
か
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気

に
な
っ
て
い
る
。

　
島
内
に
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ「
Ｄ
ｒ

コ
ト
ー
診
療
所
」

の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
、
世
界
最
大

の
蛾
、
ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
（
ヨ

ナ
グ
ニ
サ
ン
）
を
紹
介
す
る

ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
な
ど
の
観

光
施
設
も
あ
る
。

　
島
内
で
放
牧
さ
れ
て
い
る

天
然
記
念
物
の
与
那
国
馬
は

見
学
が
で
き
る
ほ
か
、
乗
馬

体
験
も
で
き
る
。
乗
馬
で
ビ

ー
チ
を
散
策
し
た
り
、
夏
場

は
海
に
も
入
っ
た
り
で
き
る

珍
し
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
な

っ
て
い
る
。

　
味
覚
で
は
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ

の
ほ
か
、

度
と
い
う
高
い

度
数
で
特
別
に
生
産
さ
れ
て

い
る
泡
盛
（
花
酒
）
な
ど
が

あ
る
。

　
千
葉
県
は

月
１
日
、
早

春
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
魅

力
い
っ
ぱ
い
ギ
ュ
ッ
と
千

葉
」
を
開
始
し
た
。
例
年
は

年
明
け
の
１
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
が
、
今
回
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
千
葉
支
社
の
「
房
総
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
ち
ょ
っ

と
ひ
と
息
、
房
総
休
日
～
」

の
開
催
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー

ト
時
期
を
早
め
た
。
咲
き
誇

る
花
々
、
旬
の
味
覚
イ
チ
ゴ

な
ど
、
ひ
と
足
早
く
春
を
迎

え
る
千
葉
県
の
観
光
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
期
間
は
来
年
３

月

日
ま
で
。

　
県
内
の
観
光
施
設
や
飲
食

店
、
宿
泊
施
設
な
ど
約
４
３

０
カ
所
で
利
用
で
き
る
お
得

な
ウ
ェ
ル
カ
ム
チ
ケ
ッ
ト
が

付
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
。Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
主
要
駅
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
配
布
す

る
。
通
常
版
は
６
万
部
、
Ｊ

Ｒ
設
置
版
は

万
部
を
発
行

す
る
。

　
鉄
道
と
貸
切
タ
ク
シ
ー
で

楽
し
む
「
ち
ば
の
旅
」
も
提

案
す
る
。
首
都
圏
発
の
Ｊ
Ｒ

定
期
列
車
に
乗
車
後
、館
山
、

安
房
鴨
川
、
勝
浦
、
大
原
、

大
網
、
銚
子
の
各
駅
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
る
日
帰
り
６
コ
ー
ス
。
実

施
期
間
は

月

日
か
ら
来

年
２
月

日
ま
で
。

　
千
葉
県
の
フ
ル
ー
ツ
や
ス

イ
ー
ツ
が
停
車
駅
や
車
内
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
列
車
も

運
行
さ
れ
る
。
南
房
総
方
面

（
両
国
発
着
）
で
は
１
月
９

日
に
「
ぐ
る
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ス
イ
ー
ツ
ト

レ
イ
ン
」
、
北
総
方
面
（
新

宿
発
着
）
で
は
２
月

日
に

「
ぐ
る
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｏ

ス
イ
ー
ツ
ト
レ
イ
ン
」
を
運

行
す
る
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
千
葉
県
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
チ
ー
バ
く
ん
」
な

ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ラ
ッ

ピ
ン
グ
列
車
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
中
央
総
武
線
に
運
行
し
て

い
る
。
運
行
期
間
は
来
年
２

月

日
ま
で
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
の

房
総
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
千
葉
県
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
よ
り
約
１
カ
月
早
く
２
月


日
ま
で
。

　
「
中
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ロ

ー
ド
観
光
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ｉ
ｎ
札
幌
　
伝
統
と
創
生
～

現
代
中
国
芸
術
及
び
世
界
遺

産
特
別
展
」
が

月

～


日
、
札
幌
市
の
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
現
代

中
国
芸
術
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
新
進
作
家
の
絵
画
２
０

０
点
と
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や

万
里
の
長
城
な
ど
中
国
が
誇

る
世
界
遺
産
の
写
真
パ
ネ
ル


点
が
展
示
さ
れ
た
。

　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本

代
表
処
な
ど
が
、
２
０
１
６

年
に
か
け
て
展
開
す
る
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
観
光
年
の
Ｐ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
し
て
企
画
。
来

場
者
に
は
世
界
遺
産
を
紹
介

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
花
や

鳥
、
山
水
な
ど
を
描
い
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
、
中
国

観
光
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
開
幕
式

に
は
、
孫
振
勇
中
国
駐
札
幌

総
領
事
、
高
橋
は
る
み
北
海

道
知
事
、
近
藤
龍
夫
北
海
道

観
光
振
興
機
構
会
長
ら
の
来

賓
を
は
じ
め
、
約
１
０
０
人

の
市
民
が
参
加
。
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
中

国
各
地
か
ら
来
道
し
た

人

の
作
家
に
よ
る
実
演
も
行
わ

れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
橋

知
事
は
、
日
本
の
観
光
関
係

者
約
３
千
人
が
北
京
を
訪
問

し
た

年
５
月
の
観
光
交
流

行
事
に
触
れ
な
が
ら
、
「
両

国
は
長
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
重
ね
て
き
た
地

域
。
相
互
の
友
好
交
流
や
協

力
関
係
を
し
っ
か
り
発
展
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
た
。

　
北
海
道
観
光
振
興
機
構
の

近
藤
会
長
も
「
中
国
に
は
素

晴
ら
し
い
名
勝
や
学
ぶ
と
こ

ろ
が
多
く
あ
る
の
で
、
北
海

道
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
訪
問
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
特
別
展
に
は
多
く
の
市
民

が
来
場
。
中
国
各
地
の
新
進

作
家
の
力
の
こ
も
っ
た
絵
画

を
鑑
賞
し
、
世
界
遺
産
の
迫

力
あ
る
写
真
パ
ネ
ル
に
見
入

っ
て
い
た
。
札
幌
市
白
石
区

の
女
性
は
「
中
国
文
化
の
奥

深
さ
を
実
感
し
た
。
日
本
か

ら
多
く
の
留
学
僧
が
訪
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
文
化
を

学
ん
だ
西
安
な
ど
の
古
都
を

ゆ
っ
く
り
見
て
回
り
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会
員

旅
館
を
対
象
に
し
た
宿
泊
実

態
調
査
の
２
０
１
５
年

月

の
結
果
を
ま
と
め
た
＝
表
。

東
北
６
県
の
合
計
で
は
、
前

年
同
月
の
実
績
に
対
し
て
宿

泊
人
員
が
０
・
３
％
増
、
売

り
上
げ
が
１
・
６
％
増
と
な

っ
た
。

　
回
答
施
設
数
は
東
北
６
県

に
所
在
す
る
１
０
０
軒
。

　
宿
泊
人
員
が
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
の
は
青
森（
８
・
８

％
増
）、山
形（
７
・
５
％
増
）

の
２
県
。売
り
上
げ
が
前
年

同
月
を
上
回
っ
た
の
は
青
森

（

・
８
％
増
）、山
形（
９
・
３

％
増
）、岩
手（
１
・
３
％
増
）

の
３
県
だ
っ
た
。
　

　
全
体
的
に
は
天
候
に
恵
ま

れ
た
日
が
多
く
、
自
治
体
が

発
行
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行

券
な
ど
が
プ
ラ
ス
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。

年

月
に
は

土
曜
を
含
め
た
３
連
休
が
２

回
あ
っ
た
が
、

年

月
は

１
回
だ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
伸
び
悩
ん
だ
地
域
も
見

ら
れ
た
よ
う
だ
。


